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[デルタ市街地] 

紙屋町・ 

八丁堀地区 

 

広島港 

広島駅 

横川駅 白島新駅（整備中） 

 

西広島駅 

新井口駅 

平成２６年１月３０日の特別委員会で示した公共交通体系のあり方で整理したとおり、デルタ内の「公共交通体系づくりに向けた取組方針」は、「デルタ周辺の交通拠点から都心へのアクセス強化」及び「デルタ内

の移動の円滑化」であり、公共交通ネットワークの階層としては、「デルタ内準基幹公共交通」及び「地域公共交通」の２つの公共交通ネットワークがある。このデルタ内の公共交通ネットワークの機能強化策を検討

するに当たり、「公共交通体系づくりに向けた取組方針」を踏まえ、機能強化策の検討の方向性を整理した。 

【検討の方向性】 

「デルタ周辺の交通拠点から都心へのアクセス強化」や「デルタ内の移動の円滑化」に向

けた機能強化策については、平成１１年に策定した「新たな公共交通体系づくりの基本計

画」において位置づけていた機能強化策をもとに、白島新駅（平成２７年春開業予定）の

整備効果など同計画策定時からの状況変化を考慮して検討する。 

【検討の方向性】 

「デルタ内の移動の円滑化」のための路面公共交通（路面電車・バス）の機能強化策につい

ては、広島都市圏バス活性化推進会議におけるバス活性化策の議論などを踏まえて検討する。 

⇒ 次回以降の特別委員会で提示 

 

 

[デルタ市街地] 

西広島駅 

広島港 

 

広島駅 

横川駅 

紙屋町・ 

八丁堀地区 

 

都心 

 

白島新駅（整備中） 

 

 

 

 

１ 公共交通体系のあり方に基づくデルタ内における公共交通の機能強化の方向性 

デルタ内における公共交通の機能強化策について（中間報告）

デルタ内における公共交通の機能強化策の検討の方向性 平成２６年１月３０日の特別委員会で示した公共交通体系のあり方 

郊外部補完公共交通 

ネットワーク 

地域公共交通 

ネットワーク 

基幹公共交通 

ネットワーク 

都心と拠点地区、拠点
地区相互を結ぶネッ
トワーク 

・ＪＲ 

・アストラムライン 

・広電宮島線 

・基幹バス 

デルタ内におけるネット
ワーク 

・路面電車（ＬＲＴ） 

・都心アクセス補完バス 

郊外部におけるネット
ワーク 

・郊外部アクセス補完
バス 

上３つのネットワークで
はカバーできない地域に
おけるネットワーク 

・地域バス 

めざすべき公共交通体系 

都心と拠点地区を連携強化する

公共交通ネットワークの形成 

高齢者をはじめとする市民が過

度に自動車に頼ることなく生活

できる集約型都市構造の実現に

向けて、それを支える公共交通

体系の構築をめざす。 

 

集約型都市構造を支える 

公共交通体系

[都市全体] 

 

集約型都市構造実現のため

の公共交通の充実・強化 

基幹・準基幹公共交通のネッ

トワーク強化 

デルタ周辺の交通拠点から 

都心へのアクセス強化 

公共交通による都心への

アクセス強化 

デルタ内の移動の円滑化 

路面電車やバスなど公共交通が

充実しているデルタ市街地にお

いて、効率的なサービスを提供

する公共交通体系の構築をめざ

す。 

 

効率的なサービスを提供する 

公共交通体系 

[デルタ市街地] 

 

路面公共交通（路面電車・バ

ス）の定時性・速達性の確保 

路線の再編による効率化 

（過密状態の解消） 

公共交通サービスを十分受

けられない地域の解消 

持続可能な生活交通の確保 

郊外部の地域特性に応じて、安

定的・継続的なサービスを提供

する公共交通体系の構築をめざ

す。 

 

安定的・継続的なサービスを 

提供する公共交通体系 

[郊外部] 

 

路線の再編による安定的・継

続的な維持 

生活交通の不便な地域の解消 

公共交通体系づくりに 
向けた取組方針 

階層性のある公共交通 
ネットワークの形成イメージ 

こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
交
通
結
節
点
で
結
ぶ
階
層
性
の
あ
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
め
ざ
す 

「都市の顔である」都心の魅力

を高め、都心への来訪者の誘因

を図るため、都心の魅力づくり

を支える公共交通体系の構築を

めざす。 

 

都心の魅力づくりを支える 

公共交通体系 

[都心] 

 

デ 

ル 

タ 

公共交通による都心の東西 

の核相互のアクセス強化 

公共交通機関相互の連携強化 

公共交通による都心 

へのアクセス強化 

デルタ全体 

路面公共交通（路面電車・バス）

の定時性・速達性の確保 

公共交通サービスを十分 

受けられない地域の解消 

デルタ周辺の交通拠点から都心へのアクセス強化 

デルタ内の移動の円滑化 バスの過密状態の解消 

(約 240系統 約 3,800便/日:H26) 

別 紙 ２ 
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方 面 交通機関 所要時間 

東方面 広島駅⇒紙屋町 

バス ７分 

路面電車 １２分(注 1) 

アストラムライン ９分(注 3) 

西方面 西広島駅⇒紙屋町 

バス １５分 

路面電車 １７分(注 1) 

アストラムライン ９分(注 3) 

南方面 広島港⇒紙屋町 

バス ２１分(注 1) 

路面電車 ３４分(注 1) 
バス・ 

アストラムライン １９分(注 1・3) 

北方面 横川駅⇒紙屋町 
バス ９分(注 1) 

路面電車 １３分(注 1・2) 

網掛け：各方面における最短時間。 

(注１)：現在の時刻表（Ｈ２６）に基づく所要時間に換算。 

(注２)：都心直通便による時間短縮効果を含む。 

(注３)：乗り換え時間３分を含む。 

 

 方 面 交通機関 所要時間 

東方面 広島駅⇒紙屋町 
バス ７分 

路面電車 １２分(注 1) 

西方面 西広島駅⇒紙屋町 
バス １５分 

路面電車 １７分(注 1) 

南方面 広島港⇒紙屋町 
バス ２１分(注 1) 

路面電車 ３４分(注 1) 

北方面 横川駅⇒紙屋町 
バス ９分(注 1) 

路面電車 １３分(注 1・2) 

網掛け：各方面における最短時間。 

(注１)：現在の時刻表（Ｈ２６）に基づく所要時間に換算。 

(注２)：都心直通便による時間短縮効果を含む。 

方 面 交通機関 所要時間 

東方面 広島駅⇒紙屋町 
バス ９分 

路面電車 １４分(注 1) 

西方面 西広島駅⇒紙屋町 
バス １９分 

路面電車 ２０分(注 1) 

南方面 広島港⇒紙屋町 
バス ２１分(注 1) 

路面電車 ３４分(注 1) 

北方面 横川駅⇒紙屋町 
バス ９分(注 1) 

路面電車 １６分(注 1) 

網掛け：各方面における最短時間。 

(注１)：現在の時刻表（Ｈ２６）に基づく所要時間に換算。 

 

【デルタ周辺の交通拠点から都心への所要時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な事業費：約２，３００億円 

・ｱｽﾄﾗﾑﾗｲﾝ東西線  約１，７００億円 

・ｱｽﾄﾗﾑﾗｲﾝ南北線  約  ６００億円 

【デルタ周辺の交通拠点から都心への所要時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な事業費：約２０５億円 

・駅前大橋ルート 約１３５億円 

・江波線接続ルート 約 ７０億円 

【デルタ周辺の交通拠点から都心への所要時間】 

 

２ デルタ内における公共交通の機能強化策の検討 

平成１１年の基本計画に位置づけられていた機能強化策を整理するとともに、平成１１年の基本計画には位置づけていなかった白島新駅の整備効果なども踏まえて、デルタ周辺の交通拠点から都心への時間短縮効

果や事業費の面から比較し、「デルタ周辺の交通拠点から都心へのアクセス強化」や「デルタ内の移動の円滑化」に資する機能強化策を検討する。 

平成１１年の基本計画に位置づけた機能強化策と時間短縮効果 

①計画策定時（平成１１年） ②短・中期的な機能強化策 

 

［その他の機能強化策］ 

・超低床車両（LRV）の導入 

・

③長期的な機能強化策 

バス専用レーンの導入 

南北線 東西線 

 
第Ⅱ期事業化区間 

延長約 3.2 ㎞ 白神社前 
交差点 

広域公園前駅 
 

広大跡地付近 

本通駅 
 

広島駅 
 

西広島駅 
 

アストラムライン 

延長約 3.6 ㎞ 

第Ⅲ期事業化区間 

広島駅 
 

広大跡地付近 

広域公園前駅 
 

西広島駅 
 

本通駅 
 

アストラムライン 

白神社前 
交差点 
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